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【開催日】  平成２６年１２月１１日（木） 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午後１時３１分～ 午後４時４５分 

【休憩時間】 午後３時１８分～午後３時３５分 

 

【出席委員】 

委 員 長  松 尾 数 則 副 委 員 長 河 﨑 平 男 

委 員 大 井 淳一朗 委 員 杉 本 保 喜 

委 員 中 島 好 人 委 員 長谷川 知 司 

 

【欠席委員】なし 

 

【委員外出席議員等】 

議   長 尾 山 信 義 副 議 長 三 浦 英 統 

 

【執行部出席者】 

産業振興部長 小 野  信 産業振興部次長兼商工労働課長 姫 井  昌 

商工労働課商工労働係長 山 本 修 一 観光課課長補佐 塚 本 晃 子 

建設部長 佐 村 良 文 都市計画課長 髙 橋 敏 明  

都市計画課計画係長 大 和 毅 司   

                          

【事務局出席者】 

局   長 古 川 博 三 庶務調査係主任 角   紀 子 

 

【協議議題】 

１ デマンド交通について 

２ 観光振興ビジョンについて 

３ コンパクトシティの進捗状況について 
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午後１時３１分 開会 

 

１ デマンド交通について 

【会議の概要】 

・ １１月１０日から１１月２６日にかけて地域住民説明会を開催し、デマ

ンド交通の内容と周知、予約登録等の説明をした。 

・ 住民説明会の開催回数１９回、開催会場は川上会館、平沼田自治会館等

１６会場、参加人数は１２７人。 

・ デマンド交通は予約登録が必要であり説明会場で予約登録された方が１

７３人。 

・ 平成２６年１２月８日現在の登録状況が１７３人。内訳としてはエリア

１松ヶ瀬、平沼田、不動寺原線が１１７人。エリア２湯ノ峠、陽光台、山

川線が５６人。 

・ デマンドの車両の愛称を１０月１日から１１月１４日まで募集し、エリ

ア１が殿様号、エリア２が姫様号に決定した。 

・ 平成２７年１月５日に運行開始予定である。出発式をするつもりだが、

未定である。 

 

【主な質疑】 

河﨑平男副委員長 このエリアの人数はどのくらいか。 

山本商工労働課商工労働係長 平成２５年１月１日現在、エリア１とエリア

２をあわせて２，４３４人。 

中島好人委員 説明会で出た意見などを詳しく報告してほしい。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 乗り方、予約方法について多くの意見

が出た。具体的にはエリア外の人も対象にならないのか、高齢者限定

なのかという意見があり、少数意見だが運賃３００円は高いのでもっ

と安くしてほしいという意見もあった。説明会では実際に乗る場所を

写真で説明した。運行する順番を聞かれたので、運行エリアを時計回

りで運行するが予約がなければ運行しない旨を説明し理解していただ

いた。 
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松尾数則委員長 エリア２のほうが人口は多いのに参加者が少ない。必要性

がないと考えている方が多いのか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 エリア２のほうは厚狭駅に近いことか

らか、参加者が少ないのかもしれない。 

中島好人委員 前回と今回の説明会の評価というのはどのように捉えられて

いるか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 前回は森広会館と総合事務所の２回で

あり回数が少なかったので、この度は地元自治会に周知することを目

的とした。今回は実際のスタートに向けての予約登録票を説明会場で

説明し、その場で登録カードを発行した。今後も周知には努めていき

たい。 

大井淳一朗委員 診療所への乗り入れについて、その後の検討状況について

お答えいただきたい。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 個人病院への乗り入れについての御意

見はあったが、ある程度公共施設から近いということもあり理解して

いただいた。個人病院の乗り入れについては今後も検討ということで

皆さんにお伝えした。 

大井淳一朗委員 美祢市では１週間分の買い物をした人の荷物を家まで運ん

であげていた。説明会ではそこまでのサービスはしないということだ

ったが、それは事実か。 

山本商工労働課商工労働係長 荷物の運びについては自転車など大きな荷物

は運ばないが、スーパーの荷物まで運ばないということは申していな

い。 

大井淳一朗委員 買い物袋については家まで運んでくれるのか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 タクシー業者にはできるだけ配慮の中

でやっていただけるようにお願いしている。 

杉本保喜委員 モニターについてはどう考えているか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 ３月までには検証をしなければならな

いと考えている。 

中島好人委員 タクシー業者との関係はどうなっているか。 
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山本商工労働課商工労働係長 事業者からの利用促進の提案をいただいてお

り、事業者との意見調整を図りながら運行に努めていきたい。 

大井淳一朗委員 契約されているタクシー業者の選定の見通しや検討状況を

教えていただきたい。 

山本商工労働課商工労働係長 今回の運行については３月末までの契約とな

っている。４月以降についても同じ事業者で運行していきたい。 

大井淳一朗委員 新たにプロポーザルをするのではなくて、随契みたいな形

で進めていくということか。 

山本商工労働課商工労働係長 平成２９年９月末までは同じ事業者で運行し

たい。 

長谷川知司委員 車のラッピング等は考えているか。 

山本商工労働課商工労働係長 準備を進めているが、車両の側面に愛称が入

ったものと路線名を入れたものを表示したいと思っている。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 車両にはマグネット板で前方、左右に

表示を作る予定である。 

松尾数則委員長 乗降場所については停留所を設けるのか。 

山本商工労働課商工労働係長 デマンド型交通の乗り場の目印を設けている。

簡易であるがラミネートしたものを乗り場の近くに表示しようと考え

ている。 

杉本保喜委員 愛称が決まったということだが、他に応募のあった愛称を教

えていただきたい。 

山本商工労働課商工労働係長 応募いただいた名称は、「やまのべ」、「ふるさ

と号」、「ひまわり号」、「でんでんバス」等。 

大井淳一朗委員 出発式の場所は。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 未定である。 

 

２ 観光振興ビジョンについて 

【会議の概要】 

・ 観光振興ビジョンについては、答申案が出たので現在執行部で調整中で

あり、来年１月１５日にパブリックコメントをかける予定である。 
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・ 山陽小野田市観光振興ビジョン案は、ビジョンの策定委員会、検討委員

会から１０月９日に出された最終なものであり、第１章から第４章までで

構成されている。 

 

【主な質疑】 

 大井淳一朗委員 この観光振興ビジョンは、観光懇話会の事業で出された答

申をベースに作られていると思うが、どの点が振興ビジョンに生かさ

れたのか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 昨年度観光懇話会を設置した。観光懇

話会でいただいた提言書を参考にしながら今年度策定検討委員会を設

置し最終的なビジョンの案を策定している。今回特徴的なところは検

討委員以外に山口県観光連盟の専門理事にも入っていただきアドバイ

スをいただいている。 

大井淳一朗委員 具体的にどこの章で懇話会の提言書が生かされているのか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 戦略も含めて提言いただいたものはほ

ぼ網羅させていただいている。重点エリアとして竜王山と焼野、江汐、

厚狭の歴史の関係等も提言書を生かして答申書の中に入れ込まれてい

る。そのほか観光ルートやネットワーク作りとかいうような意見をい

ただいている。 

中島好人委員 このビジョンができて観光はどう変わるのか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 この趣旨は観光振興の指針となるもの

であり、観光振興ビジョン策定後はこのビジョンに基づいて観光施策

を展開していく。今まで体系化したものがなかったので、観光振興の

体系化を策定した。 

中島好人委員 体系を作っただけで中身的には感じるものがない。物事を羅

列しただけで枠にはめただけ。結局目玉となるもの、山陽小野田市は

これで勝負をするというものは何か。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 重点エリアの設定を今までにしたこと

がなかったので、重点エリアを明示したということが今までと違うと

ころ。そのほか観光協会等の関係部署に限定されていたが、今後はも
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っと広げて多くの観光団体との連携を深めていく。大きな観光地とは

違い、市民の交流というのも一つの目的と思っている。 

中島好人委員 エリアというのは、市民意識の中にある。一般質問でもあっ

たが、サッカーで勝負したらどうか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 観光の指針ということで具体的な施策

については踏み込んだことは書いていないが、具体的な施策も考えて

いかなければならないと思う。 

長谷川知司委員 指針ということであれば、数値目標ということで観光客目

標設置を１３０万とされているがこの根拠を教えてほしい。 

塚本観光課課長補佐 観光客数の推移は、県の観光客数の算出方法が変更と

なり平成２２年からイベントを合算している。平成２２年以降５年間

の平均増加数を今後１０年間の伸び数として考えて、それに平成２５

年の９７万７，０５１人を足したものに、これから人口が減少すると

いうことを考えて、さらに観光振興策の強化を加味して平成３５年が

１３０万人、同様な考えで平成２９年も１１０万人とした。検討委員

会の中で目標は高くという意見が出たので数字的には厳しいとは思う

が高く設定させていただいた。 

長谷川知司委員 私は高い数字とは思わない。自然増のような形なので、戦

略的に行くのであれば目標値はもっと上だと考える。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 検討委員会の中でも、もう少し多いほ

うがいいのではないかという意見があったが、最終的に検討委員会の

中でこのような目標値が出されている。 

長谷川知司委員 積極的にいくというのであれば、具体的にどのような施策

をやっていくのか。 

塚本観光課課長補佐 平成２７年度にアクションプランの策定を考えている。 

長谷川知司委員 それであれば１３０万人というのは低いと思う。 

大井淳一朗委員 アクションプランについての考えを教えてほしい。 

塚本観光課課長補佐 基本戦略の中で庁内の関係部署による観光振興プロジ

ェクト会議の開催、もしくは事業者のネットワークつくりという施策

を入れている。アクションプランを作る際には庁内でプロジェクト会
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議を立ち上げてアクションプランの案を作り、それを基にアクション

プラン検討委員会を立ち上げる。その中には事業者、観光関係団体、

市民に加わっていただき、アクションプランを策定したい。 

大井淳一朗委員 観光協会との関係を今後どうしていくつもりか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 いずれは観光協会も外部に出て独立と

いうのが望ましいと思っている。 

河﨑平男副委員長 埴生地区にはゴルフ場、オートレース、青木周蔵、和泉

式部の墓、糸根の松原など観光資源や観光スポットがあり、花の海体

験農場は年間に市外から何十万人も来られている。食文化の店舗もた

くさんある中で、重点エリアに埴生地区がないというのは気になると

ころである。追加なり再考をお願いできたらと思う。 

松尾数則委員長 ぜひともその辺は入れるべきだと思う。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 埴生に関しては検討委員会から出てい

ないが、もう一度考えたい。 

河﨑平男副委員長 花の海の体験学習は実際三十何万人という観光客が来ら

れている。そういうところはあまりないので考慮していただきたい。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 その辺は十分承知しているので、内部

でもう一度考えたい。 

松尾数則委員長 観光客数は増えているが、宿泊数が増えていないところを

みると、宿泊施設が満杯ということか。 

塚本観光課課長補佐 満員ではないと思う。努力をすればもっと増やすこと

が可能だと思う。 

松尾数則委員長 ゴルフやサッカーはインパクトのある内容だと思う。もっ

と宿泊施設が必要なのではないかと思ったが。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 観光客の中ではゴルフ客と観光農園が

上位である。宿泊数の推移が変わらないというのが観光の弱いところ

なので、滞在期間を少しでも長くしてもらうよう考えていなければな

らない。 

長谷川知司委員 山陽小野田市の食事や温泉を生かした宿泊施設が造れるか

どうか。 
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大井淳一朗委員 呼び寄せていかなければならない。厚狭駅は請願駅だが、

視察に対応できなかったという話を聞いたが本当か。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 視察については参考になるようなこと

がなかったので、お断りしたことはある。 

大井淳一朗委員 ストロー効果への対策も含めて今後どのように対策してい

くのか。 

小野産業振興部長 基本的に本市は観光都市ではない。ほかのところから観

光客を呼ぶというスタンスではなく、あくまでも自分の地域を愛して

いき、自分たちの地域が本当にすばらしいものだということを自分た

ちで共有して交流を深め、県外へ広めていく。 

大井淳一朗委員 順番が逆。外から人が来てくれるようなまちだから、まち

に愛着が持てるようになる。愛着をまず持てと言われてもなかなか難

しい。 

長谷川知司委員 小野部長が言われたのは人口定住。観光という考え方から

言うと違うと思う。 

小野産業振興部長 自分たちに自信がなければ売り出せない。例えば江汐公

園は外から来た人からすると立派なものだと言うが、近くにあるから

公園の魅力を感じていない。そこに住んでいる人が江汐公園の良さを

広めていかなければならない。観光地でないところは自分たちでいい

情報を発信していかなければならない。観光振興ビジョンは観光地で

はない山陽小野田市がいかに観光として魅力あるものにしていくかと

いうことを考えていこうというのがビジョンである。 

大井淳一朗委員 １月１５日にパブリックコメントをかけるということだが、

もう少し時間を掛けるべきではないか。 

小野産業振興部長 観光懇話会や検討委員会、各課とも調整しているので、

今回はこれでスタートさせていただいて次の観光振興ビジョンを再検

証していきたい。 

河﨑平男副委員長 観光ビジョンは内外に発信していくものではないか。観

光資源がある中でいかに呼ぶかということではないか。 

姫井産業振興部次長兼商工労働課長 市民には本市の良さを再認識していた
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だき、市外の人にも本市の良さを知って来ていただくという意味合い

である。 

大井淳一朗委員 観光振興ビジョンは市民に身近で重要なビジョンだと思っ

ているので、総合計画と連動させる形で振興ビジョンも策定していか

なければならない。前段階という形にして３年間で作ってそれから本

格的なビジョンというものを立ち上げてはどうか。 

小野産業振興部長 これは第二次総合計画までの観光振興ビジョンであると

捉えてもらっても構わないので、第二次総合計画と今までの観光振興

の状況を見ながら平成３１年から新たなビジョンを作っていくことは

可能だと思う。 

大井淳一朗委員 振興ビジョンをまず作って、改訂版ということで平成３０

年度からの総合計画と連動させることは可能ということでよいか。 

河﨑平男副委員長 埴生駅周辺には、にぎわいの核となるものがある。これ

は総合計画にも入っているので、やはり重点エリアに入れていただき

たい。 

小野産業振興部長 これについては検討していきたい。 

大井淳一朗委員 マスコットキャラクターの活用について、シンボライズの

キャラクターを設定されるということだが、具体的にどのように検討

されていくのか。 

小野産業振興部長 総務課としては当面は考えていないということだが、商

工労働課としては統一したキャラクターを作ってほしいということを

言い続けたい。 

中島好人委員 何か一つポイントとなるものを決めて、全市民を挙げて一丸

となって進めていくというのがいいのではないか。 

小野産業振興部長 地域性等を考えていくと一点集中ではなくて市内網羅的

に挙げていかないといけないのかなと思う。 

松尾数則委員長 この観光ビジョンは今後どのような流れになっていくのか。 

塚本観光課課長補佐 観光振興ビジョン案については検討委員会から出され

たもの。これを庁内関係各課で協議して最終ビジョン案を作成して１

２月２２日の庁議で最終の協議をしていただければと思う。その際に
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整ったら１月１５日の広報で告知してパブリックコメントをかけて今

年度中に策定する予定である。 

大井淳一朗委員 議会に対する説明がパブリックコメントの後になると差し

支えるので、そこは調整できないか。 

小野産業振興部長 パブリックコメントをかける前には、委員会に報告した

い。 

 

３ コンパクトシティの進捗状況について 

【会議の概要】 

 山口県は少子高齢化の進行に対応し子育て世代や高齢者がともに安全に

安心して暮らせるまちづくりを進めるため、生活に必要な諸機能をコンパ

クトに集積、安全快適な環境の創造、地域コミュニティの形成の３つのコ

ンセプトにより将来の県民の暮らしのモデルとなるコミュニティの形成を

目指し、先進的な取組を支援するコンパクトなまちづくりモデル事業を創

設し、平成２５年５月に募集を行った。 

 モデル事業はモデル市街地の形成を図る地区を定め、市町と県が連携し

て道路等の都市基盤となるインフラ整備、医療、社会福祉施設、商業、金

融施設、エネルギー施設、公共交通施設など多様な施設の建設誘致や子育

て支援、高齢者支援などのソフト施策を導入し、モデル市街地の形成を図

るものである。 

市ではこれまで山陽小野田市総合計画や山陽小野田市都市計画マスター

プランに基づき厚狭駅周辺でのまちづくりを進めていたが、ＪＲ厚狭駅南

側の土地区画整理事業で整備した区域の一部と駅北側の公共施設の再編整

備を進める区域をモデル地区として応募し、山口県はこの応募内容がモデ

ル事業の趣旨を踏まえた内容であることから、平成２５年７月にこの地区

を厚狭駅周辺地区として採択した。 

モデル事業の概要について、ＪＲ厚狭駅南側の土地区画整理事業完了後

の低未利用地約６．５ｈａの区域において民間活力を活用し、再生可能エ

ネルギーを有効に活用したスマートタウンの実現やコーポラティブ方式を

導入し子育て世代と高齢者が世代を超えて良好なコミュニティを形成する
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住みよい地域づくりを目指すものである。また駅北側において山陽総合事

務所、公民館、図書館などの公共施設の再編を現在行っており、駅の南北

で都市機能を分担しつつ一体性のある都市拠点の形成を図るものである。 

西側桜川沿いの６．５ｈａの区域及び北側複合施設の整備区域１．１ｈ

ａをモデル区域としている。６．５ｈａのうち南側３．２ｈａが第一種住

居地域、北側の３．３ｈａが準工業地域である。 

厚狭駅周辺まちづくり構想について。このモデル事業の採択を契機に厚

狭駅周辺において少子高齢社会に対応したコンパクトなまちづくりの実現

を目指し、官民一体となって既成市街地の再生や市街地の促進に取り組む

ための指針として厚狭駅周辺まちづくり構想を策定することとした。まち

づくり構想の流れは、上位計画、リサーチ、まちづくり構想、モデル地区

における具体的取組としている。 

構成の内容について、上位計画は第一次山陽小野田市総合計画、山陽小

野田市都市計画マスタープランから厚狭駅周辺におけるまちづくりの目標

を掲げる。リサーチは厚狭駅周辺の人口動向、住宅・宅地需要動向等の調

査や市民アンケート調査結果から課題を抽出し、まちづくりの目標を掲げ

る。まちづくり構想は上位計画やモデル事業の趣旨を反映した目標からま

ちづくりの方針を定めまちの成長イメージを構想として示す。具体的取組

モデル事業はまちづくりの先行的な取組をモデル地区におけるモデル事業

として定めその内容を具体的に示す。 

まず、第一次山陽小野田市総合計画を整理する。総合計画に示す都市将

来像、まちづくりの基本理念である。また、拠点形成の方針ではＪＲ小野

田駅から市民館周辺とＪＲ厚狭駅周辺の２つを都市核と位置付けている。

２つの都市核と２つの地域交流拠点を連携して個々の機能分担を図りつつ、

市としての一体化を促進し総合的な都市機能とまちのにぎわい向上を図る

としている。 

都市核のひとつと位置付けたＪＲ厚狭駅周辺の整備方針を目標として掲

げる。 

目標１、広域交通機能を生かした商業機能や新たな居住地の誘導。 

目標２、既存市街地の整備や商店街の再生等による地域生活拠点の充実。
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次に山陽小野田市都市計画マスタープランを整理する。マスタープラン  

に示す都市の将来像、都市づくりの基本理念、基本方針である。マスター

プランに示す厚狭地域の将来像、まちづくりの方針を整理し目標を掲げる。 

目標３、厚狭駅南側における新市街地形成の促進と北側既成市街地との

一体性強化による都市核にふさわしい機能集積。 

目標４、新幹線駅という強みを生かした住宅開発や施設立地誘導。次に、

ＪＲ厚狭駅を中心に半径１キロ圏内においてまちづくり構想策定に向けた

基礎調査を行い、厚狭駅周辺地域の現状把握と課題の抽出を行う。 

平成２０年、平成２５年の住民基本台帳年代別人口データを基に人口予

測をした。市全体、厚狭中学校区ともに減少傾向が続くと予測される。小

学校区別に見ると、厚狭校区では平成３５年で３％の増加、約２８０人、

平成４５年で３％の増加が見込まれる。３６６人。出合校区では市全体以

上に人口減少が著しく、平成３５年度で１４％の減、４０２人。平成４５

年度で２９％の減、８７３人が見込まれる。厚狭地区では全市と比較して、

年少人口の増加が見込まれる。この動向を維持し将来的に定住人口を確保

するために子育て支援策を検討する必要がある。 

住宅需要動向について、ＪＲ厚狭駅を中心に半径１キロ圏内において平

成１７年から平成２５年の９年間で２７３件の新築があった。このうち用

途別の件数割合は、住宅が２３６件８６．４％、商業が１７件６．２％と

ほとんどが住宅立地となっている。住宅の新築動向では９年間で２３６件

年平均２６件となっている。 

宅地需要動向について、平成１９年から平成２４年の６年間の開発動向

を見ると大規模な開発は平成１９年に物見山総合公園の西側に分譲住宅団

地７０戸、約２．５ｈａ。厚狭小学校東側の国道３１６号沿いにイオンタ

ウン厚狭約２．１ｈａのみで、それ以外は全て３０００㎡未満の開発であ

る。また駅南側の開発は全て用途地域外で行われている。厚狭地区での住

宅・宅地供給は交通利便性の高い駅南地区ではなく郊外部に集中している。

厚狭駅周辺の未利用宅地の有効活用を図るための仕組みづくりを検討する

必要がある。 

空き家、空き地状況について。山口県が提供した空き家状況データによ
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れば、青色の線で囲んだ範囲内で空き家は２６件ある。そのほとんどが一

戸建の住宅で前面道路の幅員４メートル未満が１６件あり接道条件の悪い

ものが多くなっている。空き家、空き地の利活用や不良住宅の除却等の促

進を検討する必要がある。住宅需要予測について、厚狭中学校区における

平成３５年の住宅ストックは５，８０４戸と推計、今後も一定の住宅需要

が見込まれる。 

公共施設について。厚狭駅北側には山陽総合事務所、厚狭公民館、厚狭

図書館、保健センター、厚狭税務署など厚狭地域の拠点的な行政サービス

施設が集積している。駅南側には文化会館が立地している。 

福祉施設について。駅南側には軽費老人ホーム、介護老人保健施設があ

り、駅北側にはグループホーム、特別養護老人ホーム、サービス付高齢者

住宅が立地している。駅周辺に保育所は４か所あるが、駅南側では１キロ

圏内にはない。 

医療施設について。駅１キロ圏内に病院はなく、駅北側に診療所・クリ

ニックが７か所、駅南側に１か所立地している。１キロメートル圏外の東

側には１２か所立地している。 

教育施設について。駅北側の１キロ圏内に厚狭小学校が、１キロ圏外に

厚狭中学校、厚狭高等学校が立地している。 

商業施設について。駅１キロ圏内では、駅北側の一般県道船木津布田線

旧国道２号沿い及び旧山陽道沿いに集積している。駅南側の区画整理事業

地内の商業施設はわずかである。また、１キロ圏外の国道３１６号沿いに

はスーパーマーケットやコンビニエンスストアが立地している。駅南側で

まちづくりを進めるためには子育て世代のための施設や商業施設等の利便

施設を充実させる必要がある。 

そのほか市内在住の１８歳以上の方２，０００人を対象にコンパクトな

まちづくりに関する市民アンケート調査や宅建業者への聞き取り調査を行

った。アンケート調査では６０歳未満の現役世代について今後も新築戸建

住宅の需要が見込まれた。また宅建業者への聞き取り調査では子育て世代

向けの物件ニーズがあるものの、物件数が少ないとの意見も聞かれた。 

以上厚狭駅周辺の現状把握の中から５つの目標を掲げる。 
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目標５、子育て支援施策の充実。 

目標６、厚狭駅南側における未利用宅地の有効活用。 

目標７、空き家空き地の利活用の促進。 

目標８、厚狭駅南側における都市施設整備。 

目標９、戸建住宅需要への対応。 

これまで掲げたまちづくりの目標。第一次山陽小野田市総合計画や山陽

小野田市マスタープランを踏まえ、モデル事業の趣旨である子供からお年

寄りまで誰もが安心して住み続けられる住みよいまちづくりを進めるため

に、前提となるこれらの目標を３つのまちづくりの考え方に整理する。目

標に対応したまちづくりの考え方である。生活空間としての魅力づくり、

多世代間の交流やコミュニティの醸成、活力とにぎわいづくり、この３つ

に整理した。 

次にまちづくりの考え方に基づいてまちづくりの方針を定める。 

方針１、生活に必要な諸機能が充実した住み続けたいまち。新幹線駅と

いう特性を活かした良質な住宅開発を誘導し、定住促進を図るが併せて広

域的な拠点に必要な宿泊施設やサービス機能の導入を促す。また、健康づ

くりの拠点を目指す。保育施設や医療介護施設の集積を図り、子育て環境

や在宅医療を充実するとともに保健・医療・福祉が一体となった地域包括

ケアシステムの構築も視野に入れ子供から高齢者まで誰もが安心して生活

できる住環境の整備を進める。 

方針２、人と環境の共生する良好な住環境のあるまち。自然と調和した

まちなみの形成とともに再生可能エネルギーの有効活用など環境への負担

を軽減する人や自然にやさしいスマートタウンを目指す。また周辺河川に

ついては、防災面はもとより環境面も考慮しながら親水空間の形成や憩い

の場としての整備を図る。 

方針３、快適で便利な公共交通ネットワークとサービスの充実したまち。

地域を結ぶ交通機能を強化し、公共交通の利用促進を図るとともに、より

利便性の高い公共交通ネットワークや道路交通ネットワークの構築を図る。

駅北側の複合施設の整備や駅南側の市街化の進展とともに南北の連絡機能

の強化は更に重要となる。一体性のあるまちづくりを進めるため連絡通路
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の整備検討を進める。駅周辺の主要施設や駅北商店街などの歩行者動線に

ついては誰もが安心して快適なまち歩きができるユニバーサルデザインに

配慮した整備に努めるとともに憩いの場としての修景や施設の充実を図る

など質の高い歩行者空間の整備を図る。 

方針４、世代を超えて交流できる場所づくり。子供から高齢者まで世代

を超えて交流できる場所づくりを進める。高齢者の集う場所づくりや経験・

能力を活用した就業機会の提供など高齢者が健康でいきいきと生活できる

環境を整備する。また地域での助け合いや見守り活動を推進し、子供から

高齢者まで誰もが安心して暮らせるまちづくりを進める。 

方針５、地域資源を生かしたにぎわい楽しみ活気にあふれたまち。自然

や歴史文化資源など既存ストックを活かし観光や地域交流を視野に入れて

多くの人が訪れるにぎわい活気にあふれたまちづくりを進める。歴史的・

伝統的なまちなみが残る駅北商店街では、寝太郎まつり、厚狭花火、厚狭

秋まつり、おひなさまめぐりといった１年を通じて様々なイベントが開催

されており新たな取組としても厚狭駅を中心に商店街や周辺公共施設を緑

のネットワークで結ぶ杜のまち構想が進められている。 

これらの取組を継続発展させることでまちなみの再生とともに豊かな緑

を提供し、まち全体を魅力的なものにする、歩いて楽しいまちづくりを推

進する。 

まちづくり方針に基づき具体的な取組を検討するために現在の土地利用

状況をエリア・ゾーンに整理する。エリアについては市街地エリアと自然

的エリアに分け、市街地エリアは商業業務ゾーン、既成市街地ゾーン、コ

ミュニティ住宅ゾーン、自然的エリアは、農地のグリーンベルト、森林の

グリーンベルトのゾーンとし、それぞれのエリア・ゾーンごとに特性をふ

まえ取組を検討する。 

商業業務ゾーンにおいてはＪＲ厚狭駅を中心とした複合施設や駅北商店

街、文化会館を結ぶ歩行者ネットワークの形成や駅北商店街の優良な遊休

地や空き店舗等の有効活用を誘導し、交流の場の創出とにぎわいのある回

遊性の商店街を目指す。 

既成市街地ゾーンにおいては、今後増加が見込まれる空き家のリニュー
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アル等による住み替えや起業の場としての活用の検討を進める。 

コミュニティ住宅ゾーンにおいては、子育て世代から高齢者までが安心

して生活できる住宅や公的賃貸住宅の供給、それらと連携した保育施設や

医療介護の充実した施設の誘致を図る。そのため、まず住宅建設にあたっ

ては住宅供給の手法として戸建住宅にコーポラティブ方式を導入し、地域

コミュニティの形成と良好な住環境の創出を図る。また、自然エネルギー

を有効活用したスマートタウンの実現を目指すとともに住宅への木材利用

を積極的に図る。 

自然的エリアの方針として、グリーンベルトの農地、駅南側の農地につ

いては農業生産の場とともにコンパクトなまちを構成する重要な要素とし

て位置づけ、都市の防災機能、都市環境の維持や農業のふれあいを目的と

して保全する。 

グリーンベルトの森林について。市街地背後に広がる森林については良

好な自然環境の保全とともに保養、環境学習の場として活用を図る。 

まちづくり方針に基づく取組のうち特に先行して取り組むものをモデル

地区におけるモデル事業として定めその内容を具体的に示す。厚狭駅南側

の土地区画整理事業で整備した区域のうち第一種住居地域と準工業地域の

一部約６．５ｈａにおいて水と緑にふれあいながら快適な暮らしを楽しめ

るまちづくりを進める。整備にあたっては良好な住環境とコミュニティを

持続・発展させるための仕組みとしてコーポラティブ方式を導入した戸建

住宅や子育て世代も入居しやすい中低層の賃貸住宅を誘導し、周辺区域全

体の市街化を促進する。また再生可能エネルギーを有効活用した持続可能

なまちスマートタウンの実現を目指すとともに子育て世代と高齢者が世代

を超えて良好なコミュニティを形成する住みよい地域づくりを進める。 

コーポラティブ方式について。コーポラティブ方式とは地権者を含む関

係者が協力体制を組み、住宅建設希望者が最初に集まり、共同で土地取得

から建設までの全てを行う方式である。最初からどのような人が暮らすの

か分かった状態で始まるため入居後の良好な近隣関係が築きやすいといわ

れている。個々で完結する戸建住宅であるが入居者が一定のルールの下で

まちとしての価値を共有し、共に住まう意識を高めるまちづくりの手法で



 17 

ある。活気あるまちづくりが連鎖し、将来的には地域価値の高まりが期待

される。これらは地域コミュニティの形成、安全快適な環境の創造という

モデル事業のコンセプトに沿った取組といえる。 

戸建コーポラティブ住宅は、個々の住まいづくりが街区コミュニティに

広がり更に地域コミュニティへと発展することが期待される。 

コーポラティブ方式による戸建住宅の事業スキームについて。行政、地

権者、エンドユーザーと事業を進めるコーディネーター、建設関係者が関

わり地元企業も参入し、ビジネスとして成り立ち発展していくことを期待

している。 

スマートタウンについて。地域集中冷暖房あるいは給湯システム、雨水

循環利用システム、居住者向け農園、コモンスペース、こういったものを

整備のイメージとして掲げている。 

まちづくりの事例について。 

千葉県富里市富里コーポラティブヴィレッジは、１期から８期へと移行

しているが出来上がった住宅地を見て隣接地主へと連鎖し８期３００世帯

の暮らすまちへと成長している。 

福岡県春日市の例。建物の配棟ルールや敷地の一部を相互通行可能とし

た供用空間を設け、入居者同士が合意の上でまちなみの美化を図るなどし

ている。にぎわいを創出し環境を持続させるコミュニティをつくるには将

来にわたり持続させるルールづくりを必要としている。そして住人が笑顔

で快適な生活を送るためのまちづくりには単にきれいなまちをつくるだけ

ではなく良好なコミュニティを生むための仕掛けづくりやプロセスを重要

としている。 

今後の予定として、今年度コーポラティブ方式による戸建住宅整備計画

案及び周辺区域の基本計画案を策定することとしている。平成２７年度に

はコーポラティブ住宅について企画コーディネート会社、設計事務所、工

務店と連携し入居希望者の募集に向けた準備を行う予定としている。平成

２８年度以降に入居希望者の募集、建設を行いたいと考えている。 

 

【主な質疑】 



 18 

松尾数則委員長 参考資料としていただいた構成について、山陽小野田市は

流れの中で何番くらいにいるのか。 

高橋都市計画課長 現在（４）具体的取組を進めている。（３）まちづくり構

想も並行して進めており、案ができたので皆様方にお示ししていると

ころである。 

大井淳一朗委員 （２）リサーチはもう済んだのか。 

高橋都市計画課長 リサーチについては平成２５年度に終えている。 

杉本保喜委員 工業用地で準工業地域区画ということで入っていたが、どう

処理されているのか。 

高橋都市計画課長 区画整理事業を始めるときに、この区域に用途地域を設

定した。その用途地域を設定する場合の都市計画上の考え方として新

幹線あるいは鉄道線路の周辺には住居系の色を塗らないという考え方

がある。当時区画整理事業を始めた際に、大理石の加工をされる工場

がエリアの中にあった。そういった現況の土地利用、鉄道等を考える

中で準工業地域に指定したという経緯がある。準工業地域は広範囲な

施設ができるので、環境の保全ということで条例により特別工業地区

を指定しある程度の規制をかけている。 

杉本保喜委員 住宅地という線引きにはならないのか。 

高橋都市計画課長 線引きについては青色を住居系の黄色に塗るということ

は考えていない。土地利用については住居系の土地利用も十分に可能

である。 

大井淳一朗委員 企業誘致について企業立地推進室から説明を受けた中で、

企業立地ガイドというパンフレットの中に工業団地が書いてあり、そ

の中に駅南があった。仮に工場が来た場合にコンパクトなまちづくり

計画と矛盾が生じるが、企業立地推進室と協議をしているのか。 

高橋都市計画課長 企業立地推進室から話はあった。この件については担当

課との調整等を速やかに図っていきたい。 

佐村建設部長 構想がやっと案としてできた状況であり、これから地権者に

説明に行く段階であるということを御理解いただきたい。 

杉本保喜委員 この地域に県営住宅ができるという話を聞いているがどうか。 
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佐村建設部長 どこからの情報かわからないが、公営住宅なり、民間の住宅

なり階層建てのものをここに貼り付けていかないと人口の増加は見込

めないが、具体的な段階ではない。 

大井淳一朗委員 準工業地域にコーポラティブハウスを建てられるのか。 

高橋都市計画課長 準工業地域については中低層程度の木造賃貸を誘致した

いと考えている。 

大井淳一朗委員 一戸建てではないということか。 

高橋都市計画課長 一戸建てについては、さくら公園周辺の第一種住居地域。

準工業地域においても一戸建て住宅は建設可能であるが階層のあるも

のが人口を集めていくためには必要ではないかと考えている。 

大井淳一朗委員 県営住宅を建てることはできるのか。 

高橋都市計画課長 用途地域上、可能である。 

杉本保喜委員 高齢者を考えた場合、医療関係は必要だと思うがどのように

考えているか。 

高橋都市計画課長 既存の施設も含めた中でどういう位置付けをしていくか

という構想に仕上げている。具体的には今後基本計画等で示していく

ことになる。 

松尾数則委員長 前回説明を受けたコーポラティブハウスは鉄道より南側だ

ったが北側も入っている。 

高橋都市計画課長 エリアは変えていない。 

大井淳一朗委員 モデル地区の中だけを考えているのか。 

高橋都市計画課長 まずはモデル事業を進めていくが、モデル地区以外も含

めたものを構想の中で掲げている。 

杉本保喜委員 文化会館の東側は行き止まりになっているが、将来的に道路

をひくことを考えているのか。 

高橋都市計画課長 大知田野中線という都市計画決定をされた道路で、まだ

生きた計画である。 

杉本保喜委員 厚狭駅新幹線口、文化会館に行くには、う回しなければなら

ないので、不便を感じている。道路の開通が利便性と東側とつなぎに

なると思うので優先度を上げて進めてもらいたい。 
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佐村建設部長 まったく同じ考えである。実現すると厚狭駅南側の価値がか

なり上がると思うが、多額の費用が掛かることが問題となっている。 

松尾数則委員長 山口県でコーポラティブハウスによるまちづくりをしてい

るところはあるか。平成２８年までに建て始めるのは可能なのか。 

佐村建設部長 方法としては昔からあるが、山口県内では記憶にない。北九

州市若松区に「ひびきの」というところがあり見学に行った。駅南は

一度造成し開発済みになっているところなので、待っていても不動産

業者が入ってこないという条件のなかで、コーポラティブが合うので

はないかと考えた。 

長谷川知智司委員 コーポラティブ住宅はメリットがあると思うが、大事な

ことは鍵となるコーディネート会社、建設会社が決まっているかどう

か。 

高橋都市計画課長 企画コーディネートする会社のプロポーザルを行い、東

京在住の会社に特定した。 

長谷川知司委員 募集した要項を見せて欲しい。 

大井淳一朗委員 東京だったら地権者や地元との意見が合わないのではない

かという懸念がある。 

高橋都市計画課長 大都市圏内での経験を地方に持ってきてもらっても困る

ので業者も現地の確認をしており、まちづくりも考えているようなの

で、業者任せではなく市、地権者の考え方もすり合わせて作成してい

くことになるので重々認識してもらおうと考えている。 

長谷川知司委員 リスク負担をどのように考えているか。 

高橋都市計画課長 入居者募集にあたって、いかに魅力あるまちづくりをこ

のエリアでしていくかということが第一段階の大きなポイントだと考

えている。 

長谷川知司委員 行政と業者、地権者とのリスク負担の割合は慎重になるべ

きだと思う。 

大井淳一朗委員 大きなコーディネート会社だと系列の市外や県外の業者を

連れて来ることもあると思うが、設計事務所や地元工務店との連携に

ついてどう考えているか。 
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高橋都市計画課長 基本的には地元企業の協力が望ましいが、場合によって

は地元企業が手を挙げない可能性もある。 

大井淳一朗委員 行政が積極的に入っていかないといけないと思うがどうか。 

高橋都市計画課長 重々念頭において対応していきたい。 

河﨑平男副委員長 厚狭駅南側には歴史的な文化財があるので、それを生か

して魅力あるまちづくりをしていくということで理解してよいか。 

高橋都市計画課長 おっしゃるとおりである。 

 

 

平成２６年（２０１４年）１２月１１日 

                               

産業建設常任委員会委員長 松 尾 数 則  

  

 


























































